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新 しい吸入麻酔薬Sevofluraneの 呼吸 に及 ぼ

す作用 につ いて
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目的:新 しい吸入麻酔薬sevofluraneは,血 液

ガス分配係数0.60と 小 さく1)笑気 ガスに匹敵 し,

従来 の揮発性麻酔薬 に比べ はるかに速 い麻酔導入

を特徴 とす る魅 力 あ る麻 酔薬 で あ る.Sevoflu

raneの 呼 吸 に及 ぼす作用 につ いて,良 く知 られ

た吸入麻酔薬halothaneの そ れと比較 することに

より検討 した.

方 法:雑 種成 犬8匹 を用 いた.Sevofluraneの

単独 の効果 を観察 するために他の薬物 を用 いず,

密 閉 された箱 の中にsevofluraneと 酸 素を流 して

麻酔 を緩速導入 し,筋 弛緩薬 を用 いずに気管内挿

管 を行 った.そ の後半閉鎖麻酔回路 にイヌを接続

した.麻 酔回路 には質量分析機 を用 いて校正 した

Engstom EMMA麻 酔 ガ ス濃 度計,浜 松 医科 大

学 麻酔科 の開発 した電 子式 ライ トレス ピロ メー

タ2),Datex社 製 炭酸 ガ ス分析機 を挿入 した.以

上 を用 いて分時換気量(VE),一 回換気量(VT),

呼 吸 数(f),終 末 呼気炭酸 ガス濃度,終 末呼気麻

酔薬濃度 をモニター し必要に応 じて動脈血液ガス

分析 を行 った.

Sevofluraneの 吸 入濃度 をEMMAに て終末 呼

気濃度 が1.5MACと な るように調節 し,30min

経 過 後安静 時換気 と動脈 血液 ガ スを測定 した.

SevofluraneのMACは 風 間 らが雑種成犬 で求 め

た2.36%を 用 いた3).そ の後,吸 入炭酸 ガス濃度

を2.5,5.0,7.5%と 上 昇 させ,そ れぞれの濃度

で15min経 過 した後 恒常 状 態 とみ な し各パ ラ

メータの記録,動 脈血液 ガス分析 を行 い炭酸 ガス

換気応答 曲線 を求め た.同 様 の実験 を2.0MAC

の麻 酔深度で行 った.対 照 と してhalothaneを 用

い上記 したsevofluraneの 実 験方法 と同一の実験

を同一 イヌを用 いて一週 間以上 の間隔 をあ けて

行 った.HalothaneのMACは0.89%と した3).

Sevofluraneとhalothaneの 実 験 の順序 は無作

為 に決 定 した.両 者 の 各 パ ラ メー タにつ い て

Student's paired t-testを 行 い,P<0.05を も っ

て有意 とした.

結 果:Tab.に 各 パ ラメー タの平均値 と標準誤

差 を示す.同 一 麻酔薬 の1.5MACと2.0MAC

を比 較す ると炭酸 ガス換気応答曲線の傾 き,分 時

換 気量につ いて両麻酔薬 と も2.0MACで は1.5

MACに 比 べ て小 さ く,PaCO2に つ いては両麻

酔薬 と も2.0MACで1.5MACに 比 べ 高 かっ

た.呼 吸数 につ いて はsevoflurane麻 酔 のみ2.0

MACで1.5MACに 比 べ少 なか った.次 に各 イ

ヌにつ いてsevofluraneとhalothaneの 同 一麻酔

深 度 下 で の 測 定 値 を比 較 す る.呼 吸 数 は1.5

MAC,2.0MAC両 方 の麻酔深度 でhalothaneに

比 べsevofluraneで 有 意 に少なか ったが,一 回換

気量 は1.5MAC,2.0MACと も両 者 の間 に差

がなかった.そ の結果分時換気量 も両麻酔深度で

sevoflurane麻 酔 下で有意 に小 さかった.PaCO2

につ い て は,1.5MAC,2.0MACの 両 麻酔 深

度 にお いて,halothaneに 比 べsevofluraneで 高

い傾向があったが統計学的 に有意ではなかった.

炭 酸 ガス換気応 答曲線の傾 きは,2.0MACで は
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sevoflurane麻 酔 下 でhalothane麻 酔 下 に比 べ有

意 に小 さかったが,1.5MACで は差がなかった.

考 察:こ の実験 は雑種成犬 を対象 としたため,

安 静覚醒時の換気量の測定 が困難で あった.そ こ

でsevofluraneの 呼 吸へ の作用 を最 も良 く研究 さ

れている吸入麻酔薬halothaneと 同 一麻酔深度 で

比較 することにより検討 した.Halothaneの 換 気

への作用 は一 回換気量 は減少す るが,そ れに代償

して呼吸数が増加 し,分 時換気量はあま り変化 し

な い こ とが 知 られ て い る4).Sevofluraneで は

halothaneと 同 程度の一回換気量の変化がみ られ

たが,呼 吸数増加 の代償作 用が充分でな く,分 時

換気量 はhalothaneに 比 べ小 さくなった.今 回の

結果 は最近良 く研究 されているisofluraneの 呼 吸

へ の作用5)と 類似 してお り,sevofluraneはiso

flurane同 様halothaneに 比 べ呼吸抑制作 用 が強

いようで ある.し か し呼吸中枢の活動性 の指標で

ある炭酸ガス換気応答曲線 は1.5MACで はsevo

fluraneとhalothaneの 間 に有意 の差 がな く,ま

た臨 床上 最 も重要 なPaCO2も1.5MAC,2.0

MACに お いて両者 の間に有意の差がなかった.

イ ヌとヒ トとは呼吸中枢の麻酔薬 に対す る感受性

が異なるので,直 接臨床 に結び付 けることには無

理が あるが,今 回の結果か ら推察する限 り臨床使

用 肺胞 濃 度 で あ る1.5MAC以 下 ではsevoflu

raneの 呼 吸抑制 作用 はhalothane呼 吸 抑 制作 用

と比べ著 しい差 はない と考 えられる.
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